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LR1.3.    設備システムの高効率化（デシカント空調）
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大学の新たなシンボルを
ずっと居たくなる学びの場に

CASBEE評価省エネルギー性能
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■デシカント空調
･ラーニングコモンズは省エネ効果の高いデシカント空調機を採用することで、
大空間に効率よく空調を行うとともに、ラーニングコモンズの利用形態の変化
に追従できる空調システムとします。

■高さ 7.7mの Low-E
ガラスCW
･日本最大となる高さ 7.7m
のCWを採用し、キャンパス
と一体となる透明感のある
エントランスを実現します。
･Low-Eガラスの採用により、
熱負荷低減にも寄与します。

■七宝帯を省エネ対策等に活用
・日射抑制
・自然換気取入口
・腰壁を利用したカウンター席

■空冷ヒートポンプチラー
･空調熱源設備は、運転効率が高く、保守が容易
な空冷ヒートポンプチラーを採用します。
･複数台連結したモジュール式とすることで、空調
負荷にあわせて、必要台数のみ運転させることや、
故障時のバックアップが可能なシステムとします。
･空調に用いる冷温水の送水温度は一般的な送水
温度より、冷房時は高め、暖房時は低めとするこ
とで、熱源機器の効率をより高め、省エネルギー
に配慮します。

■ウィングビーム工法の
採用（当社独自技術）
･鉄骨大梁端部に補強プレー
トを設け、柱梁接合部の構
造性能を向上させます。
･巨大地震や長周期地震の
揺れに対して、高い変形
能力により梁端ウェブから
の応力を確実に伝えます。

■自然光照明システム
･天井照明、書架照明はセンサーにより天空輝度を感知し、明るさ制御を行うことで、全体
的な一体感を演出します。

■七宝帯による日射抑制

■トップライトを利用した
　自然換気システム

■全面床吹出空調

■七宝 RA・吸音

■DSを利用した自然換気システム

■ロングスパンによる無柱空間（スパン 21.6ｍ）

■熱だまり防止

■遮音のための上げ床を利用した本の小径の空調

■トップライト直射光制御システム

■露出柱脚、埋込柱脚
･CFT柱をRC基礎躯体に埋め込むことで、階高の大きい
１階(H=6.3m)で必要な剛性を合理的に確保します。

■調湿・吸音性能のあるボーダー天井
･図書館・ラーニングコモンズ全域に調湿性能の
あるケイカル板のボーダー天井を採用し、本の保
管に悪影響をおよぼす湿気の低減を図ります。

■ヒートポンプ付
　ファンコイルユニット（個室）
･個室の空調には、ヒートポンプ付ファンコイル
ユニットを採用することで、部屋単位での冷暖
房の選択を可能とします。
（特に、冬期に冷房が必要な事務室など）

■カビ対策に配慮した空調システム
･湿気の原因となる高湿度の外気は外気処理空調機で除湿して建物内に取り込むことでカ
ビが発生しにくい空調システムとします。
･本棚が密集する本の森などでは、空気だまりが生じにくい空調吹出口レイアウトとします。

一般的な「露出型柱脚」と比べ
て強度と変形性能が高く、大地
震時の損傷程度が限定されます。
板筋接合によりコンパクトな基礎
構造を実現します。
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本建物は、 創立 100 周年に向けて仏教系大学のシンボルであった礼拝堂

（らいはいどう） を建て替え、『ラーニングコモンズ』 『図書館』 『礼拝ホール』

を備えた総合学修支援施設として誕生しました。

キャンパスに、 学生がそれぞれに学び、 集う居場所を選ぶことができる快

適で多様な環境を作るために、 多目的利用が可能で開放的なラーニングコ

モンズ、 学修や研究に集中できる静かで落ち着いた本の森、 それらを緩

やかに繋ぐ吹抜とトップライトが立体的に絡まる本の小径、 など様々な場を

設えました。

環境づくりとしては、 学生の居場所として変化に富んだ空間づくりに対して、

採光や照明で一日の移ろいを感じられるよう設備的な制御システムで変化

のある居住環境を実現させてます。 一方で、 本のためには、 気温や湿度

などシミュレーションを駆使して一定の環境に保てるよう設備レイアウトをして

います。 また、 自然光の明るさ感、 夜の暗さ感すらも室内の照明として利

用している省エネ図書館です。 大正大学正面外観 配管ピット
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S=1/10❶ 熱だまり防止
熱だまりとなっている吹抜上部の空気を排出し、熱負荷低
減を図ります。冷房時には吹抜上部の熱だまりによる冷
房効率の低減を抑制し、暖房時には上部にたまった熱
を暖房に有効利用するためレタン吸込口を冷房時は1階
天井レベル、暖房時は2 階天井レベルと切り替えること
ができるようにします。

❷ 七宝 RA・吸音　
七宝帯に吸音性能（裏側に吸音材を設置）と吸気性能（冷房時
の空調レタンの吸込口）を与えるディティールを採用。

❸ 全面床吹出空調　
床吹きの居住域空調とすることで省エネに寄与します。
また、床吹きの方式は全面床吹出空調とすることで、利
用形態に応じた什器レイアウトの変更に対応できる空調
方式とします。

❹ 吸湿・性能のあるボーダー天井
吸湿性能つきケイカル板を採用。スラブ下に
GWを設け、吸音性能も確保。ボーダー天井裏
には木チップを設置し、さらなる吸湿と木の
香りの演出をプラス。

❺ DS を利用した自然換気システム
本の小径に設けた DS を介して、自然換気を
行い、中間期の空調エネルギーを削減します。
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熱だまり排気を行います。※❶参照
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8：30~15：00まで
直射光が入る

直射光の侵入を極力おさえる
ことのできる垂壁形状

下からは窓枠に邪魔されず
空のみを眺めることができます

10：00~12：30のみ
直射光が入る

（東側）

  ■トップライト下部の直射光シミュレーション

トップライト形状

（南側）

夏至  正午

南北断面 春秋分  正午

❷  遮音のための上げ床を利用した本の小径の居住域空調
遮音のための上げ床の空
間を床下チャンバーとし
て利用した床吹き居住域
空調を採用。

❸ カビ対策に配慮した空調システム
湿気の原因となる高湿度の外気は、外
気処理空調機で除湿して建物内に取り
込むとともに、本棚が密集する本の森
などは、空気だまりが生じにくい空調
吹出口レイアウトとします。また、夏
期等の空調負荷が高い場合は除湿後の
再熱を緩和し、空調エネルギーを低減
します。また空調吹出をボーダー天井とセットでデザイ
ンし空間と調和させています。

❺ 直射光を極力遮断するトップライト形状
11 月上旬～ 2 月上旬の直射光の直達をカットで
きるトップライト形状を採用。それ以外の時期
も極力、空が見える時間が長くなるように、セ
ンサーとロールスクリーンで自動制御します。

❹トップライトを利用した自然換気
トップライトを利用して自然換気を行います。自然換気作動
時は連動して換気設備を停止する制御を行い、中間期の
空調エネルギーを削減します。

❻ 吸湿性能のあるボーダー天井
❼ ロングスパンによる無柱空間（スパン 21.6ｍ）

❻ ロングスパンによる無柱空間（スパン 21.6ｍ）

❶ 七宝照明
七宝パネル背面をライトアップし、間接照明としての明るさ感を確保。

4階本の森  気流シミュレーション

本の小径自然換気シミュレーション
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